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　表紙写真は、柏原中学校の
三送会（３年生を送る会）の
様子です。生徒会が企画し、
卒業を控えた３年生 24 人へ
の感謝とお祝いの気持ちを伝
えました。
　会は、全校生徒によるチー
ム対戦の鬼ごっこで幕開け。
学年をこえ白熱した試合が繰
り広げられました。
　続いて、在校生が手作りし
た卒業記念ムービーの上映後、
在校生代表から記念品が贈呈
され、３年生からは、これま
での感謝の気持ちと、これか
らの決意を込めたお礼の言葉
がありました。
　積み重ねてきた時間が垣間
見える、和やかで笑顔あふれ
た三送会でした。

地域活動とコラボ
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柏原中学校三送会（３月７日）

人口変動カウンター
まちのリアル〔現実〕をあなたと共有
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　　議会が　　 した
主な補正予算

年間予算（当初予算）を審議
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第１回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決・同意とした案件

【総産建】総務産業建設常任委員会
【民生教】民生教育常任委員会
【予算決算】予算・決算常任委員会

番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先

発議第　１号　米原市議会委員会条例の一部を改正する条例について
同意第　１号　米原市公平委員会委員の選任について
同意第　２号　米原市教育委員会委員の任命について
同意第　３号　米原市副市長の選任について
報告第　１号　専決処分の報告について

議案第　２号　令和５年度米原市一般会計補正予算（第10号）
議案第　３号　令和５年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議案第　４号　令和５年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
議案第　５号　令和５年度米原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
議案第　６号　令和５年度米原市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
議案第　７号　令和６年度米原市一般会計予算
議案第　９号　令和６年度米原市介護保険事業特別会計予算
議案第１０号　令和６年度米原市後期高齢者医療事業特別会計予算
議案第１２号　令和６年度米原市下水道事業会計予算

【予算決算】

議案第１３号　米原市平和の礎条例の制定について 【民生教】

議案第１４号　米原駅東口周辺立地促進条例の制定について
議案第１５号　米原市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例について
議案第１６号　米原市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の一部を改正する条例について
議案第１７号　米原市事務分掌条例の一部を改正する条例について
議案第１８号　�米原市監査委員条例および米原市水道事業および下水道事業の設置等に関する条例の一部

を改正する条例について
議案第１９号　米原市付属機関設置条例の一部を改正する条例について
議案第２０号　米原市会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例等の一部を改正する条例について
議案第２１号　米原市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について
議案第２３号　米原市空家等の発生予防、管理および活用の推進に関する条例の一部を改正する条例について

【総産建】

議案第２４号　�米原市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

議案第２５号　米原市介護保険条例の一部を改正する条例について
議案第２６号　�米原市指定居宅介護支援等の事業の人員および運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について
議案第２７号　�米原市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関する基準等を定める条

例の一部を改正する条例について
議案第２８号　�米原市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備および運営ならびに指定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について
議案第２９号　�米原市指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護予防支援等に係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について

【民生教】

議案第３０号　�米原市漁港管理条例および米原市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部を改正する条例について
議案第３２号　米原市近江母の郷コミュニティハウス条例の一部を改正する条例について
議案第３３号　米原市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例について
議案第３４号　米原市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について
議案第３５号　�米原市水道事業給水条例および米原市水道事業布設工事監督者および水道技術管理者の資

格等に関する条例の一部を改正する条例について
議案第３６号　権利の放棄について

【総産建】

議案第３７号　令和５年度米原市一般会計補正予算（第11号）
議案第３８号　令和６年度米原市一般会計補正予算（第１号） 【予算決算】

議案第３９号　米原市家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 【民生教】

議案第４０号　製造請負契約の締結について（内部情報システム再構築等業務） 【総産建】

議案第４１号　工事請負契約の締結について（坂田小学校長寿命化改良電気設備工事）
議案第４２号　工事請負契約の締結について（坂田小学校長寿命化改良機械設備工事） 【民生教】
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決議第１号　議案第７号　令和
６年度米原市一般会計予算に対
する附帯決議案

０ 欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○

議案第８号　令和６年度米原市
国民健康保険事業特別会計予算

予
算
決
算

１ 欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第１１号　令和６年度米原
市水道事業会計予算

総
産
建

１ 欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第２２号　米原市国民健康
保険税条例の一部を改正する条
例について

民
生
教

２ 欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第３１号　米原市工場等誘
致条例の一部を改正する条例に
ついて

総
産
建

２ 欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○

●賛否が分かれた案件
　※賛成者は「○」反対者は「×」議長は採決に加わりません。

１月31日に令和６年第１回臨時会が開催されました。この臨時会は、物価高騰
対策などの一般会計補正予算を審議するために緊急に開催し、採決の結果は次
のとおりです。

　県北部地域は、近畿圏、中部圏および北陸圏と歴史的、文化的、経済的に深い繋がりを持つ重要な地域である。近年、人口減
少と経済格差が課題となり、地域活性化への取り組みが求められている。北部地域振興には、県と北部地域各市との強力な連
携のもと、既存施策の財源支援だけでなく、経営戦略のイノベーション、地域経営の概念に基づく土地利用規制の運用などが
求められている。
　具体的には、次の事項を強く要望する。
　①�６年度県予算編成および施策に関する要望書（令和５年10月16日提出）記載の北部地域各市の要望事項の実現。
　②�JR米原駅東口周辺の開発に関し、本市と連携した事業者誘致への積極的な支援。
　③��都市計画法に基づく区域区分の見直し、農業振興地域の区域の変更に係る県知事の同意等にあたっては、北部地域各市の

意見を十分に踏まえた地域の発展に即した運用。

　　議会が      した主な補正予算　　

議決結果一覧　●第１回臨時会

高齢者、障がい者生活支援、1人当たり5千円分の商品券を配るため、約6800万円
低所得者向け、物価高騰対策支援、1世帯当たり10万円を支給するなどのため、約2億4千万円
障害福祉・介護サービス事業所運営への物価高騰支援、約740万円

県北部地域の発展のため戦略的政策実現に向けた「北の近江振興プロジェクト」の実施を求める意見書（抜粋要約）

1月臨時会

件名 付託先 議決結果
議案第１号　令和５年度米原市一般会計補正予算（第９号） 予算・決算常任委員会

総員賛成で可決意見書第１号　県北部地域の発展のため戦略的政策実現に向けた
　　　　　　　「北の近江振興プロジェクト」の実施を求める意見書案
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クローズ
　アップ討論

1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第８号
　　　　　令和６年度米原市国民健康保険事業特別会計予算

　６年度の１人当たり国保税額について、前年度比6.5%増（市保有基金を活用し
て、県の標準保険料率よりは抑制）とするなどの内容を含む国民健康保険事業特別
会計の予算。

議案第８号を原案のとおり可決することについて

賛成11人　×　反対２人　　賛成多数で可決
※本会議当日、１人欠席者がありました。

予算・決算常任委員会で議案第８号を原案のとおり可決することについて

賛成９人　×　反対２人　　賛成多数で可決
※委員会当日、１人欠席者がありました。

賛成者と反対者の一覧はP5

　国民健康保険（国保）は、市内全世帯の約33％である4400世帯が加入
し、市民の生命を守る重要な制度だが、組合健康保険の42％の平均所得し
かない国保加入者が、組合健保加入者の２倍の保険料を負担している。
　事業主体が県に移行したため、県が決めた標準保険料率をもとに納付金
を算定し、必要な額を加入者負担とする観点から保険税を算出するために、
高くなり、それゆえ、滞納せざるを得ない人々を生み出すという構造がつく
られている。
　年々保険税が高くなる理由は、国庫負担の削減が大きい。米原市をはじ
め自治体では、値上げ軽減の努力をしているが、国保特別会計予算につい
て、市民の負担が大きくなっているため、反対する。

議案第８号に対する討論

反 対
山𦚰　正孝　議員
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1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第11号
　　　　　令和６年度米原市水道企業会計予算

　５年度第３回定例会で可決した令和６年４月からの水道料金を値上げする条例
に基づき、前年度比約15%増の歳入予算などの内容を含む水道事業会計の予算。

議案第11号を原案のとおり可決することについて

賛成11人　×　反対２人　　賛成多数で可決
※本会議当日、１人欠席者がありました。

予算・決算常任委員会で議案第11号を原案のとおり可決することについて

賛成９人　×　反対２人　　賛成多数で可決
※委員会当日、１人欠席者がありました。

賛成者と反対者の一覧はP5

　水道使用料は昨年度予算より15.3％の増収予算が計上されている。こ
れは、昨年度９月議会での水道料金の改正に基づくものだ。
　９月の条例改正時も市民生活に必要不可欠な水について、大幅引き上げ
であることなどを指摘し反対してきた。今回、正月に起こった能登半島地
震で、いかに水道事業が重要インフラであるかが分かった。３カ月近くたっ
た今でも、復旧していない地区があり、生活や営業ができない地域もある。
今後、高齢化や人口減少が進み、特に過疎エリアでは、地域の維持そのもの
が困難になることも予想される。
　国は受益者負担主義を押し付けているが、このような状況で、これ以上の
住民負担を求めることには無理がある。よって反対する。

議案第11号に対する討論

反 対
藤田　正雄　議員
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1. 討論の対象議案

4. 本会議の採決

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第22号　米原市国民健康保険税条例
　　　　　　　　　　　　　　　　の一部を改正する条例について

　６年度国民健康保険事業費納付金および標準保険料率が県から示されたことか
ら、国民健康保険事業費納付金の納付に要する費用に充てるため、県が示す標準保
険料率をもとに、国民健康保険税率を値上げする改定を行う。

議案第22号を原案のとおり可決することについて
賛成11人　×　反対２人　　賛成多数で可決

※本会議当日、１人欠席者がありました。

民生教育常任委員会で議案第22号を原案のとおり可決することについて
賛成６人　×　反対１人　　賛成多数で可決

賛成者と反対者の一覧はP5

議案第22号に対する討論

　滋賀県下における米原市の国民健
康保険税の状況は、19市町のうち
７番目に低い状況で、11年度まで
に保険料水準は県下で統一されよう
としている。
　今回税率改定を行わなければ、保
険料水準が統一された時、国保加入
者は一気に大幅な増税を体感するこ
とになってしまう。
　このような状況の中、本改正案は、
国民健康保険事業基金をうまく活用
しながら、大幅な増税を抑制しつつ、
医療費および後期高齢者支援金の増
加に対応しようとするものである。
　よって、国民健康保険運営協議会
の答申を尊重するとともに、保険税
を段階的に引き上げなければならな
いことは十分理解できることから賛
成するものである。

　条例案に反対する第１の理由は、
新年度の医療分の１人当たり年額保
険税を10万9262円にし、前年度比
6669円の負担増を行い、保険税を
さらに引き上げる内容となっている
からだ。
　反対する第２の理由は、今立ち止
まらなければ、今後も連続して値上
げし続けるからだ。今後、県が主導
する保険料水準の統一化が行われれ
ば、市レベルで保険料を抑制するこ
ともできなくなり、値上げが連続し
て行われる。
　反対する第３の理由は、国民健康
保険税を引き上げない努力をしてほ
しいからだ。保険事業の運営主体は
滋賀県と米原市だ。その保険者とし
ての姿勢が厳しく問われている。国
の制度だから保険税負担増は仕方な
いということにはならない。

賛 成 反 対
礒谷　晃　議員 山𦚰　正孝　議員

討
論
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3. 本会議の討論

○議案第31号　米原市工場等誘致条例
　　　　　　　　　　　　　　　　の一部を改正する条例について

　企業の立地を促進させ、地域経済の活性化および市民生活の向上を図るため、奨
励措置の対象業種の範囲を拡大し、要件を緩和し、一部奨励金は増額する。また、設
備投資等の支援を加え奨励措置を5年間延長する。

議案第31号を原案のとおり可決することについて
賛成10人　×　反対３人　　賛成多数で可決

※本会議当日、１人欠席者がありました。

総務産業建設常任委員会で議案第31号を原案のとおり可決することについて
賛成５人　×　反対１人　　賛成多数で可決

賛成者と反対者の一覧はP5

議案第31号に対する討論

　本条例の一部改正は、企業立地促
進のため、奨励措置対象業種の範囲
を拡大すること、ならびにその要件
を緩和すること、それに加え新たに
建物および償却資産の取得に要した
経費の一部助成を追加することであ
る。この改正は、さらなる企業立地
を促進することにつながるものであ
る。
　人口減少により税収も変動する
中、新たな財源を確保することこそ
地方が生き残る道である。
　企業が立地することで、雇用が促
進され、地域経済が活性化すること
はもとより、平尾市政が重点政策と
して取り組んでこられた高校生以下
の医療費の無償化をはじめ、子育て
に関する各種助成措置に必要な財源
の確保にも寄与することから賛成す
るものである。

　この条例案は、名称を米原市企業
立地促進条例とし、対象業種の拡大
や要件緩和を行い、措置期間を5年
間延長するものだ。
　特筆すべきは、固定資産税等の３
年間分100％の奨励金交付や、設備
投資奨励金として建物や償却資産に
取得費用の１割を交付、他にも雇用
要件を新設10人から５人に変更す
るなど、大幅な優遇措置の拡大だ。
　今春闘では、大企業の満額回答な
どで、労働者の賃金は約５％の引き
上げと言われているが、今の引き上
げ額では、生活は向上しないとの声
や、中小企業にどれだけ反映するの
か疑問であるとの報道もある。
　この状況で企業誘致のため、他自
治体と奨励競争しても効果は少な
く、市民の利益にはならないと考え、
今回の改正に反対する。

賛 成 反 対
礒谷　晃　議員 藤田　正雄　議員

討
論
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予算・決算常任委員会報告
６年度一般会計・特別会計当初予算、５年度補正予算等を審査

予 算 は ど の よ う に 審 査 し て い る の か
予算・決算常任委員会 礒谷 晃 委員長

　全体会で議案の論点整理を行なった後、
議員が２つの分科会で審査します。
　再度の全体会で、各分科会長の報告後、委
員間で討議を行なったうえで、議案ごとに
採決します。
　この結果を最終日の本会議で報告し、多
数決で議案の可否を決定します。

議案審査の流れについて
①全体会：論点の整理を行います（２月29日）

②各分科会：審査を行います（３月１日〜 13日）　※審査状況はP12，13

③全体会：分科会報告・委員間討議後、賛成か反対を決定します（３月21日）

④本会議：審査結果を報告します（３月22日）

【論点整理（一部抜粋）】
  ・	 近江長岡駅バリアフリー化
	 実施設計業務委託料減額の理由
  ・	 脱炭素地域づくり事業
	 事業計画の展望、発電量確保、費用対効果
  ・	 近江鉄道線管理機構負担金・輸送安全確保事業費
	 補助金の算定根拠、議会附帯決議への対応
  ・	 国民健康保険
	 保険料水準統一の動きを受けた基金残高活用
  ・	 水道事業における有収率の向上
	 漏水状況の改善の見通し

総務産業建設分科会
  ・	 ６年度：当初予算
	 一般会計・水道事業会計・下水道事業会計
  ・	 ５年度：補正予算
	 一般会計・駐車場事業特別会計

民生教育分科会
  ・	 ６年度：当初予算
	 一般会計・国民健康保険事業特別会計・
	 介護保険事業特別会計・後期高齢者医療事業特別会計
  ・	 ５年度：補正予算
	 一般会計・国民健康保険事業特別会計・
	 介護保険事業特別会計・後期高齢者医療事業特別会計

一般会計

5年度 約222億円

約250億円

約85億円

約84億円

約65
　億円

約53
　億円6年度

0 100 200 300 400

特別会計 公営企業会計

一般会計予算規模の推移
260

160
億円 H26 H28 H30 R2 R4 R6

180

240

220

200
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　６年度の当初予算は、すべての会計について原案のとおり可決されました。その中でも一般会計当
初予算に着目し、コメントします。
　予算の編成権と予算案を議会へ提出する権限は、執行部にあります。議会は、チェック、審査機関で
あるため、この事業は市民のためにならないと判断した場合、昨年のように一部修正することができま
す。今回は、修正権を行使する必要がなかったことから「原案のとおり可決されました。」ということに
なっています。
　その中身を見ると、経常収支比率が98.5％と高くなっています。経常収支比率とは財政構造の弾力
性を判断するための指標で、家計でいうと、収入の98.5％は、食費や電気ガスなどの生活費、税金、ロー
ンの返済などで、使い道がすでに決まってしまっているということです。逆に、自由に使える経費は、
収入の1.5％の範囲内に収めなければならないという状態で、経常収支比率が高くなることは、財政の
硬直化が進んでいるということになります。
　しかし、予算の段階では、収入は低く見積もり、支出は適正に見積もることから、決算になると経常収
支比率は下がります。あくまでも私見ですが、おおよそ91％前後になると見込んでいます。
　財政の硬直化を防ぐ手当としては、簡単にいうと自身で稼げる金額を増やし、無駄なことにはお金を
使わないことです。すなわち、企業を誘致するなどして税収を増やすことと、徹底した行政改革が必要
です。
　市民生活にとって大事な予算を審査する議会の役割は重要です。

　６年度の一般会計予算には、近江鉄道線の管理機構負担金と輸送安全確保事業費補助金が含まれ
ている。令和６年４月から10年間の計画で、公有民営方式による上下分離を採用し、維持存続する
ための経費負担であるが、実際には変形され、ほとんど丸抱え方式だ。また、市民の利用が少なく、
特に米原彦根間は不要な区間である。加えて、米原駅東部区画整理事業の補償工事により、鉄道施
設の大部分が改良済みだ。
　以上のような状況から、当該、財政支援は有益な支出とは言えないが、新幹線への接続を考える
と、路線を断線させることにも慎重にならざるを得ない。
　人口減少に伴い鉄道利用者が減少する中、沿線市町各駅周辺の土地利用規制緩和、都市計画の見
直し、特に大規模な企業誘致や住宅開発は鉄道利用者を増大させる要因として必須であるにもかか
わらず具体像がない。議会は、近江鉄道株式会社自身の企業努力や法定協議会が抱える問題を考慮
しながら、６年度中の推移を見守ることとし、利用者がさらに減少し、施設整備費用による財政的支
援のみが増大することとなるならば、退会の方向へ誘導する。
　執行部は、議会の議論を尊重し、議会の意思を法定協議会および近江鉄道株式会社へ伝え、問題提
起を図りながら、事務執行には、慎重を期すよう強く求める。

決議第１号　米原市令和６年度米原市一般会計予算に対する附帯決議　※要約

当初予算について

※附帯決議　可決案件に意見や留意事項を付すもので、議決した議案とともに市長へ送付します。
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れ
る
こ
と
は
。

答
　
施
策
の
中
で
、
寄
付

金
の
使
用
の
判
断
を
お
任

せ
で
委
ね
る
メ
ニ
ュ
ー
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
事
業

費
に
は
、
そ
の
お
任
せ
分

を
充
当
し
て
い
ま
す
。
市

が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ

る
た
め
に
活
力
あ
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
の
資
金
と
し

て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
双
方
の
計
画
調
整
は
。

答
　
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
は
本
年
度
の
基
礎
調

査
を
受
け
て
、
来
年
度
以

降
に
全
体
計
画
を
見
直
し

ま
す
。
都
市
計
画
の
担
当

部
署
と
の
調
整
を
進
め
、

県
と
も
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問
　
基
幹
管
路
の
耐
震
化

事
業
と
今
後
の
整
備
方
針

は
。

答
　
本
市
の
整
備
計
画
に

基
づ
き
実
施
し
て
お
り
、

浄
水
場
な
ど
の
大
規
模
改

修
を
先
行
し
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
３
カ
所
の
配

水
池
の
改
修
が
必
要
な
た

め
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
進
め
ま
す
。

問
　
事
業
経
営
の
健
全
化

に
向
け
た
下
水
道
使
用
料

の
改
定
は
。

答
　
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
改
定
率
10
％

の
と
こ
ろ
５
％
の
改
定
と

し
ま
し
た
。
残
り
の
５
％

は
、
今
回
の
経
営
戦
略
の

見
直
し
で
検
討
し
ま
す
。

問
　
開
業
医
誘
致
等
地
域

医
療
振
興
事
業
補
助
金
の

３
千
万
円
か
ら
、
さ
ら
に

７
千
万
円
の
上
乗
せ
を
し

て
お
り
不
公
平
を
感
じ
る

が
。

答
　
金
額
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
米
原
駅
東
口
エ
リ
ア

に
必
ず
し
も
医
療
機
関
が

進
出
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
民
間
進
出
を
促
す

た
め
に
最
大
限
支
援
で
き

る
金
額
と
し
て
設
定
し
ま

し
た
。
開
業
医
誘
致
等
地

域
医
療
振
興
事
業
補
助
金

の
増
額
に
つ
い
て
は
検
討

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
近
江
長
岡
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
、
市
が
積
極

的
に
主
体
性
を
も
ち
対
応

す
る
必
要
は
あ
る
が
、
乗

降
介
助
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
行

う
べ
き
と
の
認
識
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
近
江
鉄
道
関
連

の
負
担
金
等
は
、
昨
年
の

附
帯
決
議
が
確
実
に
実
行

さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
民
の

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
な
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
一

方
、
今
後
議
論
は
必
要
だ

が
、　
５
市
５
町
、　
法
定
協

議
会
で
決
定
さ
れ
た
こ
と

を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
予
算
を
除
く
議
案
の

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
慎
重
審
査
の
結
果
、
議

案
第
31
号
は
、
賛
成
多
数

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
の
議
案
は
、
総
員
賛
成

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

議
案
第
２
号
中
、
近
江

長
岡
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
事
業
の
一
時
中
断

議
案
第
７
号

６
年
度
一
般
会
計
予
算

観
光
関
連
施
設

　
　
　
管
理
運
営
事
業

水
道
事
業
の

基
幹
管
路
耐
震
化
事
業

下
水
道
事
業
の

　
事
業
経
営
の
健
全
化

公
共
交
通
対
策
事
業
の

う
ち
、
近
江
鉄
道
関
連

に
つ
い
て

農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
と
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン

議
案
第
14
号

米
原
駅
東
口
周
辺
立
地

促
進
条
例
の
制
定

原
子
力
災
害
に
伴
う

　
　
　
　
　
避
難
計
画

議
案
第
２
号

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(
第
10
号)

議
案
第
７
号　
６
年
度
一
般
会
計
予
算

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

　
　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
𠮷
田 

周
一
郎

　
　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
藤
田 

正
雄

　
　
委
　
員
　
山
口 

久
志
、 

鹿
取 

和
幸
、 

矢
野 

邦
昭

　
　
　
　
　
　
今
中 
力
松
、 

中
川 

雅
史

委 

員 

間 

討 

議

討
論
・
採
決
結
果
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報告します！◎
一
般
会
計

問
　
伊
吹
山
の
獣
害
対
策

の
防
護
柵
に
つ
い
て
、
金

属
製
と
化
繊
製
ネ
ッ
ト
の

使
い
分
け
の
理
由
は
。

答
　
一
部
、
二
重
の
柵
で

対
応
し
て
い
る
部
分
が
あ

り
ま
す
が
、
金
属
製
ネ
ッ

ト
の
有
効
性
は
確
認
で
き

て
い
ま
す
。
徐
々
に
金
属

柵
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

◎
一
般
会
計

問
　
な
ぜ
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
民
間
委
託
す
る
の
か
。

答
　
バ
ス
の
運
転
手
の
人

材
不
足
で
あ
り
、
運
転
手

の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま

す
。
交
通
事
故
や
車
両
の

故
障
と
い
う
不
測
の
事
態

が
起
こ
っ
た
際
の
代
替
の

バ
ス
や
人
の
手
配
も
難
し

く
児
童
生
徒
の
登
下
校
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
自

体
が
老
朽
化
を
し
て
お
り
、

年
々
、
修
繕
費
が
か
さ
ん

で
い
る
た
め
民
間
委
託
と

し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
生

徒
の
安
全
・
安
心
の
運
行

が
優
先
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
脱
炭
素
先
行
地
域
の

事
業
（
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構

想
）
に
国
か
ら
の
交
付
金

が
あ
る
と
は
い
え
、
全
体

で
約
42
億
円
も
か
け
て
実

施
す
べ
き
事
業
な
の
か
。

答
　
太
陽
光
で
発
電
し
た

電
気
を
自
ら
使
う
と
い
う

と
こ
ろ
に
主
眼
を
置
い
て

い
ま
す
。
関
西
電
力
の
電

気
を
使
っ
た
場
合
と
、
こ

の
事
業
で
つ
く
っ
た
電
気

を
買
っ
た
場
合
の
差
額
は

20
年
間
で
約
２
億
２
千
万

円
で
す
。

問
　
開
業
医
誘
致
等
地
域

医
療
振
興
事
業
費
補
助
金

３
千
万
円
の
目
的
、
趣
旨

に
つ
い
て
、
地
域
は
限
定

し
て
い
る
の
か
。
地
域
的

な
偏
り
が
起
こ
ら
な
い
の

か
。
ま
た
用
地
取
得
費
は

対
象
な
の
か
。

答
　
用
地
取
得
費
は
対
象

で
す
。
市
内
に
１
人
で
も

医
師
を
確
保
し
た
い
。
か

か
り
つ
け
医
を
確
保
し
な

け
れ
ば
、
大
き
な
病
院
に

行
く
こ
と
に
な
り
、
医
療

費
が
高
く
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
近
く
に
か
か

り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
で

健
康
を
維
持
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
市
内

に
開
業
医
を
誘
致
し
ま
す
。

　
今
回
、
何
件
か
医
師
と

話
を
す
る
こ
と
も
で
き
、

医
療
の
少
な
い
と
こ
ろ
に

と
い
う
ご
意
見
も
か
な
り

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
　
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
金
銭
的
な

支
援
で
定
住
を
促
進
す
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

ま
た
、
年
齢
に
よ
っ
て
支

給
金
額
に
違
い
を
設
定
し

て
い
る
理
由
は
。

答
　
年
齢
は
、
国
の
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
を
ベ
ー

ス
に
し
て
い
ま
す
。
国
の

補
助
対
象
の
要
件
と
し
て
、

夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の

場
合
は
60
万
円
、
双
方
が

39
歳
以
下
の
場
合
は
30
万

円
と
い
う
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
形
で
す
。

◎
米
原
市
平
和
の
礎
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問
　
平
和
祈
念
式
典
開
催

事
業
は
、
今
後
も
継
続
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

ま
た
学
校
教
育
の
面
で
平

和
の
礎
の
活
用
事
業
、
平

和
学
習
と
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
平
和
祈
念
式
典
は
、

実
行
委
員
会
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
米
原
市
遺
族
会
、

社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
学
校
教

育
課
な
ど
が
一
緒
に
な
っ

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

戦
争
の
悲
惨
さ
を
継
承
し

て
い
く
人
材
の
育
成
や
、

恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
来
年
度
も

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
和
学
習
に

は
、
バ
ス
を
準
備
す
る
な

ど
し
て
子
ど
も
た
ち
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
平
和
の

宣
言
や
、
各
種
企
画
を
行

う
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、　
そ
の
際
、

遺
族
会
の
皆
さ
ま
か
ら
、

実
体
験
な
ど
に
基
づ
く
話

を
お
聞
き
す
る
こ
と
で
、

効
果
的
な
平
和
学
習
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
予
算
を
除
く
議
案
の

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
慎
重
審
査
の
結
果
、
議

案
第
22
号
は
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
議
案
に

は
、
総
員
賛
成
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

補　
正　
予　
算

条　
例　
関　
係

討
論
・
採
決
結
果

新 

年 

度 

予 

算

脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
効
果
と
は
何
か

民
生
教
育
常
任
委
員
会

予
算
・
決
算
常
任
委
員
会　
民
生
教
育
分
科
会

　
　
委
員
長
・
分
科
会
長
　
山
本 

克
巳

　
　
副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
振
角 

大
祐

　
　
委
　
員
　
礒
谷 

晃
、 

細
野 

正
行
、 

山
𦚰 

正
孝

　
　
　
　
　
　
中
川 
松
雄
、 

堀
江 

一
三
、 

鍔
田 

明



市議会だより 14

会
派
代
表
者
質
問

録画配信
はこちら

問
　
市
長
は
施
政
方
針
の

中
で
、
若
者
の
６
割
が
今

の
社
会
で
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
と
は
評
価
し

て
い
な
い
。
子
育
て
や
教

育
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ

る
。
未
婚
化
・
晩
婚
化
が

進
ん
で
い
る
と
日
本
の
状

況
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
米
原
駅
・
坂
田
駅
周
辺

で
は
、
局
地
的
に
人
口
が

増
え
て
い
る
が
、
市
全
体

と
な
る
と
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

だ
。
少
子
化
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
問
う
。

答
　
昨
年
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

公
表
し
た
地
域
別
将
来
推

計
人
口
の
結
果
に
よ
る
と
、

前
回
５
年
前
の
公
表
か
ら

減
少
の
傾
き
が
急
に
な
っ

て
お
り
、
一
気
に
進
行
す

る
と
の
予
測
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
昨
年
１

年
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

の
数
は
、
２
０
０
人
を
下

回
り
将
来
に
対
す
る
強
い

危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
少
子
化
と
向
き
合
い
、

子
育
て
世
代
を
応
援
す
る

施
策
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
が
、
結
果
と
し
て
人

口
減
少
、
少
子
化
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
お
ら
ず
、

今
後
も
急
激
な
人
口
増
加

は
見
込
め
な
い
状
況
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　
人
口
対
策
は
、
基
礎
的

自
治
体
だ
け
で
は
限
界
に

近
づ
い
て
い
る
こ
と
も
痛

切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
諦

め
る
こ
と
な
く
、「
少
子

化
を
止
め
る
」
と
い
う
決

意
を
示
し
、
行
政
だ
け
で

は
な
く
、
米
原
で
暮
ら
す

市
民
や
地
域
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
多
様
な
主
体
と

連
携
し
て
、
新
た
な
価
値

や
魅
力
、
質
を
高
め
る
こ

と
で
、
ま
ち
の
未
来
を
一

緒
に
創
り
上
げ
て
い
く

「
未
来
共
創
社
会
へ
の
転

換
」を
図
り
、果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
は
、　
米
原
市
が
ホ

ッ
ケ
ー
競
技
の
開
催
地
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
か
ら

Ｏ
Ｓ
Ｐ
ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム（
県
立
伊
吹
運
動
場
）

や
伊
吹
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
、　
選
手
、　
役
員
を
は
じ

め
観
客
等
、
多
数
来
場
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
施
設

お
よ
び
周
辺
の
機
能
面
、

特
に
駐
車
場
や
ト
イ
レ
、

宿
泊
食
事
な
ど
大
き
な
催

し
を
成
功
に
導
け
る
状
況

に
あ
る
の
か
問
う
。

答
　
本
市
は
、
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
の
開
催
地
と
し
て
決

定
さ
れ
て
お
り
、
成
年
男

女
・
少
年
男
女
の
４
種
別

40
チ
ー
ム
が
参
加
さ
れ
、

翌
年
10
月
１
日
か
ら
５
日

ま
で
の
５
日
間
、
伊
吹
第

１
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
Ｏ
Ｓ
Ｐ

ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を

会
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
試
合
会
場
と
な
る
２
施

設
は
、
本
大
会
の
開
催
に

向
け
て
、
人
工
芝
の
張
替

え
を
は
じ
め
、
散
水
施
設

や
ナ
イ
タ
ー
照
明
な
ど
、

県
と
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
競

技
運
営
に
必
要
と
さ
れ
る

大
規
模
な
改
修
を
実
施
し
、

一
定
の
整
備
を
終
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、　
ト
イ
レ
は
、　
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮
し

た
仮
設
の
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。
一
方
、

駐
車
場
は
、
大
多
数
の
来

場
者
が
自
動
車
を
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
現
状
で
は
十
分
な

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
で
す
。

　
５
日
間
の
競
技
日
程
と

し
て
は
、
２
会
場
で
多
い

日
に
10
試
合
、
最
終
日
は

決
勝
戦
な
ど
４
試
合
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
日
の
水
曜
日

か
ら
日
曜
日
ま
で
の
開
催

と
な
る
た
め
、
来
場
者
は

分
散
さ
れ
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
先
に
開

催
さ
れ
た
大
会
の
駐
車
場

利
用
実
績
を
参
考
に
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
は
、
県
に
お

い
て
県
内
外
を
含
め
調
整

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
活
用
し
て
部
活
動

の
地
域
移
行
方
針
を
定
め

ら
れ
る
予
定
だ
が
、
部
活

動
の
種
類
や
学
校
区
に
よ

り
人
材
確
保
が
容
易
で
は

な
い
と
思
う
が
、
現
時
点

で
の
目
指
す
方
向
性
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
部
活
動
の
地
域
移
行

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
、　
生
徒
や
保
護
者
、

学
校
、　
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

　

・
文
化
活
動
団
体
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
を
把
握
、
整
理
し
て

い
き
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
青
写
真
は
、

各
中
学
校
の
歴
史
や
活
動

実
績
な
ら
び
に
活
動
可
能

な
施
設
、
備
品
等
を
念
頭

に
置
い
た
、
部
活
動
の
拠

点
校
化
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
実
施
可

能
な
部
活
動
と
活
動
可
能

な
中
学
校
を
選
出
し
、
拠

点
校
化
し
た
上
で
、
中
学

生
が
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
ご
と
に
集
ま
り
切
磋

琢
磨
す
る
場
と
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
部
活
動
が
可

能
な
の
は
、
休
日
や
長
期

休
暇
中
の
み
と
な
る
た
め
、

月
曜
か
ら
金
曜
の
部
活
動

は
週
３
日
程
度
の
自
主
活

動
と
な
り
ま
す
。

　
正
式
な
方
針
は
、
米
原

市
部
活
動
地
域
移
行
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
こ
こ

で
の
議
論
を
参
考
に
定
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
少
子
化
」
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
か

国
民
ス
ポ
ー
ツ

　
　
大
会
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域

　
　
移
行
に
つ
い
て

６
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
問
う

天
翔
ク
ラ
ブ　

礒
谷　
晃 

議
員
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会
派
代
表
者
質
問

録画配信
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問
　
４
月
か
ら
の
接
種
は
、

公
費
負
担
が
な
く
な
り
有

料
と
な
る
が
、
市
は
接
種

の
費
用
を
補
助
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。
実
費
負
担

と
な
れ
ば
、
接
種
の
費
用

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答
　
接
種
費
用
は
、　
今
後
、

湖
北
医
師
会
と
調
整
し
契

約
す
る
予
定
で
す
。
被
接

種
者
の
自
己
負
担
額
お
よ

び
自
己
負
担
額
へ
の
補
助

は
、
こ
れ
を
受
け
て
検
討

す
る
た
め
、
現
時
点
で
は

未
定
で
す
。

問
　
接
種
後
に
副
反
応
の

事
例
は
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
そ
の
場
合
に
市
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の

か
。

答
　
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
副
反
応
疑
い
報
告
は

22
件
で
す
。
本
市
で
は
、

副
反
応
疑
い
報
告
が
あ
っ

た
案
件
に
限
ら
ず
、
副
反

応
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
、
個
別
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
副
反
応
と

し
て
は
、　
発
熱
、　
疼と

う
つ
う痛
の

ほ
か
、　
頭
痛
、　
嘔お

う
と吐
、　
倦け

ん

怠た
い

感
、　
寒
気
、　
下
痢
な
ど

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
う
し
た
症
状
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
　
昨
年
、
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
市
場
調
査
（
民
間

事
業
者
の
意
見
・
提
案
の

把
握
等
を
行
う
こ
と
）
を

実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
手
ご
た
え
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。

答
　
市
お
よ
び
県
の
意
向

と
本
気
度
を
伝
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

当
該
用
地
の
存
在
を
知
っ

た
事
業
者
も
あ
る
な
ど
、

多
く
の
事
業
者
に
興
味
と

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問
　
今
春
、
敦
賀
ま
で
北

陸
新
幹
線
が
延
伸
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
市
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
。

敦
賀
か
ら
先
の
計
画
が
い

ま
だ
不
透
明
で
あ
る
こ
と

は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
思

う
が
。

答
　
首
都
圏
か
ら
北
陸
、

敦
賀
を
訪
れ
る
来
訪
者
の

増
加
や
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
、
交
流
促
進
が
大

き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
陸
線
と
東
海
道
線
が
結

節
す
る
自
治
体
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
込
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
本
事
業
へ
の
民

間
評
価
の
変
化
を
期
待
し
、

投
資
を
呼
び
込
む
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
　
ど
ち
ら
の
山
も
獣
害

や
気
候
変
動
等
に
よ
り
植

生
環
境
が
激
変
し
て
き
て

い
る
。
特
に
鹿
の
個
体
数

の
変
化
、
現
在
確
認
で
き

て
い
る
個
体
数
、
ま
た
そ

の
駆
除
対
策
の
現
状
は
。

答
　
伊
吹
山
の
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
生
息
数
は
、
岐
阜
県

野
生
動
物
管
理
推
進
セ
ン

タ
ー
の
調
査
か
ら
約
６
０

０
頭
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
霊
仙
山
に
つ
い
て

は
、
霊
仙
山
保
全
団
体
か

ら
の
聞
き
取
り
で
、
山
頂

域
に
約
１
０
０
頭
生
息
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
捕
獲
に
つ
い
て
、
伊
吹

山
で
は
、
麓
か
ら
３
合
目

に
お
い
て
、
市
が
設
置
し

た
箱
わ
な
や
囲
い
わ
な
な

ど
で
例
年
１
０
０
頭
前
後

を
捕
獲
し
て
い
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
は
、
ド
ロ
ッ

プ
ネ
ッ
ト
な
ど
で
５
合
目

か
ら
山
頂
部
に
お
け
る
捕

獲
を
実
施
し
、
２
月
22
日

現
在
で
１
９
５
頭
を
捕
獲

し
て
い
ま
す
。

　
霊
仙
山
で
は
、
上
丹
生

お
よ
び
榑
ヶ
畑
地
先
に
お

い
て
、
市
が
設
置
し
た
箱

わ
な
、　
囲
い
わ
な
な
ど
で
、

３
年
度
は
96
頭
、
４
年
度

は
37
頭
、
本
年
度
は
２
月

22
日
現
在
で
25
頭
を
捕
獲

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
元
猟
友
会
と
連
携
し
、

捕
獲
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
令
和
６
年
１
月
29
日

ま
で
受
付
し
て
い
た
「
伊

吹
山
植
生
復
元
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
集
ま
っ
た
寄
付

金
の
総
計
と
使
い
道
は
。

答
　
90
日
間
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

た
結
果
、
当
初
の
目
標
金

額
３
０
０
万
円
を
大
き
く

上
回
る
２
５
２
件
７
１
１

万
５
５
０
０
円
の
御
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
の
使
い
道
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
専
用
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

で
お
示
し
し
た
、
標
高
の

高
い
場
所
で
の
シ
カ
の
捕

獲
費
用
と
、
植
生
を
守
る

た
め
の
金
属
製
獣
害
柵
の

設
置
費
用
と
し
て
、
６
年

度
予
算
に
充
当
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
は

こ
れ
か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
は

伊
吹
山
と
霊
仙
山
の
環
境
保
全
対
策
は

政
策
研
究
会
マ
イ
バ
ラ　

山
本 

克
巳 

議
員

伊
吹
山
と
霊
仙
山
の

植
生
と
獣
害
の
現
状
は

米
原
駅
東
口
周
辺
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
は

企業進出の期待がかかる米原駅東口まちづくり事業用地



市議会だより 16

会
派
代
表
者
質
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録画配信
はこちら

問
　
能
登
半
島
地
震
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災

計
画
で
見
直
す
内
容
は
。

答
　
今
回
の
能
登
半
島
地

震
は
、
道
路
な
ど
の
交
通

網
の
被
害
が
著
し
く
、
半

島
特
有
の
地
形
も
あ
り
物

資
の
運
搬
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
が
難
し
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
避
難
所
運
営
に

お
い
て
も
女
性
や
配
慮
が

必
要
な
人
へ
の
対
応
な
ど

の
課
題
も
改
め
て
顕
在
化

し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
い
っ
た
能
登
半
島

地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
る

と
と
も
に
、
震
災
に
備
え

る
べ
く
情
報
の
収
集
を
行

い
、
市
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

問
　
緊
急
避
難
場
所
と
し

て
、　
近
江
学
び
あ
い
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
収
容
人
数
は

１
５
９
４
人
だ
が
、
全
部

屋
の
定
員
の
３
倍
だ
。
そ

の
算
定
根
拠
は
。

答
　
１
人
当
た
り
１
平
方

㍍
の
面
積
を
確
保
す
る
計

算
で
、
施
設
延
べ
床
面
積

を
基
に
利
用
可
能
面
積
を

算
出
し
、
１
５
９
４
人
と

し
て
い
ま
す
。

問
　
下
図
の
通
り
、
35
の

指
定
緊
急
避
難
場
所
の
収

容
人
数
は
合
計
６
万
５
４

０
６
人
だ
が
、
３
万
７
千

人
台
の
人
口
の
本
市
で
は
、

過
大
な
人
数
で
あ
る
。
収

容
可
能
な
人
数
に
手
直
し

す
べ
き
だ
が
、　
ど
う
か
。

答
　
収
容
可
能
人
数
お
よ

び
１
人
当
た
り
の
面
積
は
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
も
踏

ま
え
、
避
難
者
数
の
想
定

に
整
合
さ
せ
る
な
ど
検
討

し
、
市
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

問
　
左
図
の
通
り
、
１
人

当
た
り
２
平
方
㍍
の
ス
ペ

ー
ス
で
計
算
さ
れ
る
33
の

指
定
一
般
避
難
所
の
収
容

人
数
の
総
計
は
、
３
万
２

１
３
９
人
で
あ
る
。
し
か

し
、
国
の
避
難
所
基
本
指

針
の
通
り
、
１
人
当
た
り

３
・
５
平
方
㍍
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
べ
き
だ
が
、

ど
う
か
。

答
　
広
域
避
難
所
に
指
定

で
き
る
施
設
に
限
り
が
あ

り
ま
す
が
、
指
定
緊
急
避

難
所
と
同
様
に
検
討
を
進

め
ま
す
。

問
　
県
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
し
、
市
町
が
避
難

所
運
営
に
必
要
な
資
材
の

備
蓄
を
進
め
て
き
た
が
、

県
や
各
市
町
の
備
蓄
数
と

県
が
想
定
す
る
大
規
模
地

震
で
の
避
難
者
数
と
は
大

き
く
隔
た
る
実
態
が
見
え

て
き
た
。
市
は
今
後
、
避

難
所
の
設
備
・
備
品
を
ど

の
よ
う
に
備
蓄
、
整
備
し

て
い
く
つ
も
り
か
。
６
項

目
の
答
弁
を
願
い
た
い
。

答
　
備
蓄
資
材
は
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
空
間
を
作
る
た

め
の
自
立
型
テ
ン
ト
と
パ

ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
合
わ
せ

て
備
蓄
目
標
千
個
に
対
し

て
１
８
１
個
備
蓄
し
て
い

ま
す
。
簡
易
ベ
ッ
ド
は
、

目
標
千
個
に
対
し
て
、
２

８
２
個
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

簡
易
ト
イ
レ
は
、
簡
易
型

の
組
立
ト
イ
レ
、
電
動
式

の
簡
易
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ

を
あ
わ
せ
て
目
標
３
７
１

台
に
対
し
て
、
３
４
０
台

備
蓄
し
て
い
ま
す
。
発
電

機
は
、
目
標
92
台
に
対
し

て
１
１
０
台
備
蓄
し
て
い

ま
す
。
学
校
体
育
館
の
冷

暖
房
設
備
は
未
整
備
で
す

が
、　
６
年
度
、　
児
童
生
徒

の
熱
中
症
対
策
と
し
て
整

備
検
討
業
務
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
備
蓄
目
標
に
は

達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
引

き
続
い
て
優
先
度
が
高
い

物
か
ら
購
入
し
、
資
機
材

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
他
の
自
治
体
や
民
間

企
業
と
の
間
で
災
害
時
応

援
協
定
を
締
結
す
る
等
資

材
等
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。

問
　
避
難
所
で
女
性
や
子

ど
も
の
視
点
、　
性
的
指
向

　

・
性
自
認
に
関
し
て
配
慮

が
必
要
な
人
の
視
点
な
ど
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
ど
う
明
記

す
る
つ
も
り
か
。

答
　
住
民
主
体
の
避
難
所

運
営
委
員
会
で
、
女
性
参

加
や
要
配
慮
者
の
意
見
取

り
入
れ
な
ど
、
現
場
の
実

態
に
即
し
た
男
女
双
方
お

よ
び
配
慮
の
必
要
な
人
の

視
点
に
立
っ
た
ル
ー
ル
作

り
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
着

目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
等
を

整
理
検
討
し
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
示
し
ま
す
。

問
　
飼
い
主
に
と
っ
て
ペ

ッ
ト
は
家
族
同
然
だ
。
他

の
避
難
者
の
生
活
に
配
慮

し
つ
つ
、
同
行
避
難
を
進

め
て
い
く
べ
き
だ
。

答
　
昨
年
の
防
災
訓
練
で

さ
ま
ざ
ま
な
ペ
ッ
ト
と
避

難
さ
れ
、
要
望
や
課
題
も

見
つ
か
り
ま
し
た
。
課
題

を
整
理
し
つ
つ
、
避
難
先

で
あ
る
施
設
の
管
理
者
と

協
議
を
進
め
、
ペ
ッ
ト
が

一
緒
に
避
難
で
き
る
空
間

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の

　
　
見
直
し
に
つ
い
て

避
難
所
設
備
の
備
蓄
・

整
備
状
況
と
今
後
の
計
画

女
性
や
子
ど
も
等
が

　
安
心
で
き
る
避
難
所
を

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
を

　
　
　
　
ど
う
進
め
る
か

緊
急
避
難
場
所
・
避
難

所
の
収
容
人
数
の
算
定

は
適
正
か

大
規
模
災
害
に
備
え
て

　
　
　
防
災
計
画
の
あ
り
方
を
問
う

日
本
共
産
党
米
原
市
議
団　

山
𦚰 

正
孝 

議
員
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問
　
米
原
市
軽
度
・
中
等

度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費

等
補
助
金
交
付
要
綱
の
第

２
条
第
１
項
第
２
号
に
は
、

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

「
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が

30
デ
シ
ベ
ル
以
上
70
デ
シ

ベ
ル
未
満
で
あ
る
児
童
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
医
療
機
関
に
所
属
す
る

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15

条
の
規
定
に
基
づ
く
指
定

医
師
が
装
用
の
必
要
を
認

め
た
場
合
は
、
両
耳
の
聴

力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル

未
満
で
あ
っ
て
も
対
象
と

す
る
。

　
ア
　
滋
賀
医
科
大
学
医

学
部
付
属
病
院

　
イ
　
滋
賀
県
立
小
児
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
」

　
市
内
で
こ
れ
に
該
当
し

補
助
金
を
受
け
て
い
る
児

童
生
徒
の
数
は
何
人
か
。

答
　
本
市
で
は
、
難
聴
児

の
健
全
な
言
語
お
よ
び
社

会
性
の
発
展
を
支
援
し
、

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
た

め
、
障
害
者
総
合
支
援
法

の
補
装
具
費
支
給
の
対
象

に
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
の
補
聴
器
の

購
入
ま
た
は
修
理
に
要
す

る
経
費
を
補
助
す
る
た
め

平
成
26
年
度
に
補
助
金
交

付
要
綱
を
制
定
し
て
い
ま

す
。

　
以
降
、
現
在
ま
で
に
実

人
数
で
11
人
の
児
童
生
徒

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
が
、
両
耳
の
聴
力
レ

ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
未
満

の
児
童
生
徒
へ
の
交
付
実

績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
昨
年
の
12
月
16
日
に

ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
で
米
原
市

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

人
権
作
文
の
発
表
が
あ
り
、

中
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
た
生
徒
の

「
境
界
線
の
な
い
世
界
」を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
発
表
者
は
、
幼
い
時
に

病
気
に
か
か
り
右
の
耳
が

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
補
聴
器
を
買
お
う
と
、

県
や
市
の
補
助
金
制
度
を

調
べ
た
そ
う
だ
が
い
ず
れ

も
　「
障
害
者
手
帳
」　
が
必

要
と
の
事
で
あ
っ
た
。

　
障
害
者
手
帳
が
無
く
て

も
補
助
金
の
交
付
は
で
き

な
い
か
。

　
ま
た
、
難
聴
の
児
童
生

徒
の
中
で
、
片
方
の
耳
だ

け
聞
こ
え
な
い
人
が
市
内

で
何
人
い
る
の
か
把
握
し

て
い
る
か
。

答
　
こ
の
補
助
金
交
付
要

綱
で
は
、
両
耳
の
聴
力
レ

ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
未
満

で
あ
っ
て
も
、
滋
賀
医
科

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や

滋
賀
県
立
小
児
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
の
指
定
医
師
が

装
用
の
必
要
を
認
め
た
場

合
は
、
交
付
対
象
と
す
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
手
帳
の
有
無
が

条
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
民
に
分
か
り
や
す

い
制
度
の
広
報
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
難
聴
の
児
童
生

徒
の
中
で
片
方
の
耳
だ
け

聞
こ
え
な
い
人
数
は
、
全

て
は
把
握
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
聴
覚
に
障
が
い
が

あ
り
支
援
が
必
要
な
児
童

生
徒
は
、
市
内
の
小
中
学

校
に
５
人
在
籍
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

※
30
デ
シ
ベ
ル
と
は
ど
の

よ
う
な
状
態
か
と
い
い
ま

す
と
「
普
通
の
生
活
空
間

で
最
も
静
か
だ
と
感
じ
ら

れ
る
住
宅
地
の
深
夜
の
状

況
」　
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
さ
さ
や
き
声
も
同

じ
で
す
。

　
ち
な
み
に
20
デ
シ
ベ
ル

で
は
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な

い
状
態
で
す
。

補
聴
器
購
入
の
補
助
を
受

け
て
い
る
児
童
生
徒
の
数

片
方
の
耳
が
聞
こ
え
、
身

体
障
害
者
手
帳
が
無
い
場

合
、
こ
の
補
助
制
度
は
利

用
で
き
な
い
の
か

堀江　一三　議員

○難聴の児童生徒に補聴器購入の補助拡充を
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問
　
過
去
３
回
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
効
果
は
。

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
、
売
り
上
げ

に
影
響
を
受
け
た
市
内
事

業
者
支
援
を
目
的
と
し
、

３
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で

の
２
年
間
で
３
回
実
施
し

ま
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
還
元
の
実
績

額
は
、
還
元
率
20
％
で
約

５
８
２
０
万
円
、
総
決
済

額
約
３
億
６
９
０
０
万
円

と
な
り
、
市
内
事
業
者
の

売
り
上
げ
に
貢
献
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
の
市
民
利
用
者
数
は
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
前
月
と

比
較
す
る
と
約
２
倍
に
増

加
し
、
市
民
の
購
買
意
欲

が
向
上
し
ま
し
た
。

問
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
投

じ
た
公
費
の
総
額
は
。

答
　
決
済
事
業
者
へ
の
委

託
料
が
主
で
、
ポ
イ
ン
ト

付
与
原
資
や
シ
ス
テ
ム
利

用
手
数
料
、
運
営
管
理
事

務
費
等
で
す
。
第
１
弾
約

７
５
０
万
円
、
第
２
弾
約

２
４
０
７
万
円
、
第
３
弾

約
３
１
８
６
万
円
で
、
総

額
約
６
３
４
３
万
円
の
支

出
で
す
。

　
な
お
、
財
源
は
国
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
で
す
。

問
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
に

対
応
し
た
市
内
事
業
者
は

増
加
し
た
か
。

答
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

前
の
市
内
の
対
応
店
舗
数

は
１
７
８
店
舗
で
し
た
が
、

第
３
弾
に
参
加
し
た
店
舗

数
は
２
３
７
店
舗
で
、
59

店
舗
増
加
し
ま
し
た
。

問
　
今
後
の
実
施
は
。

答
　
全
国
商
工
会
連
合
会

が
実
施
す
る
小
規
模
企
業

景
気
動
向
調
査
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
５
類
移
行
後
、
サ
ー
ビ

ス
業
を
中
心
に
回
復
傾
向

も
み
ら
れ
る
た
め
、
現
時

点
で
の
実
施
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
市
内
事
業
者
へ
の
支
援

は
、
市
内
の
経
済
動
向
を

注
視
し
、
状
況
に
応
じ
て

対
応
し
ま
す
。

問
　
自
転
車
乗
車
時
の
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
順
守
は

さ
れ
て
い
る
か
、
事
故
等

の
発
生
は
。

答
　
米
原
警
察
署
に
よ
る

と
、
令
和
５
年
に
発
生
し

た
自
転
車
が
関
係
す
る
交

通
事
故
は
、
人
身
事
故
７

件
、　
物
損
事
故
53
件
で
、

過
去
５
年
間
は
同
程
度
の

件
数
で
し
た
。
ま
た
、
２

人
乗
り
や
傘
さ
し
運
転
、

信
号
無
視
な
ど
注
意
の
件

数
は
約
２
０
０
件
で
す
。

問
　
努
力
義
務
化
後
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
率
は
。

答
　
警
察
庁
の
令
和
５
年

７
月
の
全
国
一
斉
調
査
に

よ
る
と
、
全
国
平
均
13
・

５
％
、　
県
内
で
は
、　
４
カ

所
で
調
査
し
た
結
果
、　
７

　

・
２
％
で
し
た
。

問
　
他
市
で
実
施
さ
れ
て

い
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補

助
事
業
を
う
け
、
本
市
の

見
解
は
。

答
　
県
内
６
つ
の
市
町
で

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
補
助
制
度
の
効
果
を

調
査
し
、
制
度
創
設
も
含

め
、
年
代
に
関
係
な
く
着

用
率
が
向
上
す
る
取
り
組

み
を
警
察
署
、　
学
校
、　
市

交
通
安
全
協
会
と
共
に
検

討
し
ま
す
。

問
　
自
転
車
利
用
に
よ
る

Ｃ
Ｏ₂

削
減
は
。

答
　
令
和
５
年
３
月
に
改

定
し
た
第
２
次
市
環
境
基

本
計
画
で
、　
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
と
し
て
、
自
転
車

の
利
用
促
進
も
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ₂

削
減
、

健
康
づ
く
り
に
も
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
車
の
使
用
か

ら
自
転
車
や
徒
歩
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
な
ど
を

啓
発
し
ま
す
。

米
原
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

　
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
の
検
証

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
着
用
の
努
力
義
務
化

自
転
車
に
よ
る

　
　
Ｃ
Ｏ₂

削
減
の
効
果

中川　雅史　議員

○米原PａｙＰａｙキャンペーンの効果
○自転車のルールとマナー、自転車でＣＯ２削減
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問
　
現
状
、　
米
原
・
近
江

　

・
山
東
・
伊
吹
の
４
方
面

隊
、　
13
分
団
、　
94
班
で
あ

る
が
、　
再
編
後
は
４
方
面

隊
、　
９
分
団
、　
33
班
と
な

る
。
ま
た
、
現
状
の
実
員

数
７
４
８
人
が
再
編
後
は

５
６
６
人
と
な
る
。
消
防

団
員
の
受
け
止
め
は
。

答
　
団
員
数
減
少
に
伴
う

消
防
力
低
下
や
団
員
ひ
と

り
の
負
担
が
増
え
る
の
で

は
と
い
う
不
安
、
班
の
合

併
に
抵
抗
が
あ
る
な
ど
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
消
防
団
員
の

な
り
手
が
少
な
い
実
態
も

あ
り
、
今
後
団
員
の
確
保

が
さ
ら
に
難
し
く
な
り
、

班
単
独
の
活
動
が
困
難
に

な
る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
、

や
む
を
得
な
い
と
理
解
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
体
制
に
向
け
て
団
と

調
整
を
進
め
、
よ
り
良
い

消
防
団
組
織
と
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。

問
　
自
治
会
へ
の
説
明
は
。

答
　
昨
年
12
月
に
、
各
方

面
、　
４
会
場
で
92
自
治
会
、

94
人
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
自
治
会
連
絡

協
議
会
な
ど
で
改
め
て
説

明
し
、
理
解
と
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問
　
森
林
境
界
の
明
確
化

事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
。

答
　
手
入
れ
不
足
の
森
林

を
適
正
に
管
理
し
、
地
域

の
重
要
な
資
源
で
あ
る
森

林
の
有
効
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、
山
地
災
害
の
未

然
防
止
を
図
る
た
め
、
平

成
20
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
明
確
化
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
自
治
会
は
、
上
丹

生
、　
梓
、　
河
内
、　
柏
原
、　

大
清
水
、　
甲
津
原
、　
曲
谷
、

大
久
保
、　
上
野
、　
弥
髙
、

寺
林
、　
藤
川
、　
多
和
田
、

上
板
並
の
自
治
会
で
す
。

問
　
昨
年
５
月
に
創
設
さ

れ
た
「
相
続
土
地
国
庫
帰

属
制
度
」
や
、　
こ
れ
ま
で

任
意
だ
っ
た
相
続
登
記
の

申
請
が
今
後
義
務
化
さ
れ

る
こ
と
を
受
け
、
所
有
す

る
森
林
の
境
界
が
不
明
な

た
め
不
安
を
抱
え
る
市
民

へ
の
対
応
は
。

答
　
所
有
す
る
森
林
の
境

界
等
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、　
市
で
は
、　
平
成
31

年
４
月
か
ら
林
地
台
帳
の

閲
覧
と
隣
接
地
の
情
報
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
に
対
し
て
は
、

関
係
す
る
部
局
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
が
進
む

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
１
月
24
日
、
雪
の
降

り
始
め
に
国
道
３
６
５
号

で
大
型
車
が
転
落
し
た
が
、

市
の
受
け
止
め
と
対
応
は
。

答
　
こ
の
付
近
で
は
繰
り

返
し
転
落
事
故
が
発
生
し

て
い
る
た
め
、
大
変
危
険

な
道
路
区
間
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
19
日
に
、
県
長
浜

土
木
事
務
所
長
に
対
し
、

国
道
３
６
５
号
の
大
野
木

交
差
点
か
ら
藤
川
西
交
差

点
ま
で
の
区
間
の
路
肩
拡

幅
を
含
む
歩
道
整
備
に
つ

い
て
、
緊
急
に
文
書
で
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

　
県
も
課
題
箇
所
と
の
認

識
を
示
し
て
い
ま
す
。
現

状
両
側
の
谷
部
分
で
、
法

面
下
に
あ
る
河
川
の
改
修

や
歩
道
整
備
の
た
め
の
用

地
確
保
、
整
備
の
た
め
に

有
効
な
道
路
財
源
の
確
保

な
ど
の
課
題
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
来
年
度
以

降
に
事
業
化
へ
向
け
た
検

討
業
務
を
進
め
ら
れ
る
予

定
で
す
。

消
防
団
組
織
の
再
編

森
林
境
界
の
明
確
化

繰
り
返
さ
れ
る

　
大
型
車
の
転
落
事
故

○米原市消防団組織再編に向け丁寧な説明と調整を
○所有する森林の境界が不明で

不安を抱える市民への対応は
○国道365号で大型車転落事故発生、市の対応は

今中　力松　議員

ガードロープで斜面の中段で停まった大型車（1月28日撮影）
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問
　
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想

で
の
太
陽
光
発
電
の
位
置

づ
け
は
。

答
　
Ｃ
Ｏ₂

排
出
量
が
ゼ
ロ

で
、　
電
気
料
金
に
も
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
　
２
０
３
０
年
度
に
は
、

２
０
１
３
年
度
Ｃ
Ｏ₂

排
出

量
の
53
％
を
削
減
す
る
目

標
だ
が
、事
業
内
容
は
。

答
　
53
％
の
う
ち
国
が
46

％
、　
県
が
４
％
、　
本
市
は

３
％
を
独
自
施
策
で
取
り

組
み
ま
す
。
太
陽
光
発
電

導
入
、
森
林
保
全
や
ご
み

削
減
、
省
エ
ネ
機
器
普
及

等
で
削
減
し
ま
す
。
脱
炭

素
先
行
地
域
事
業
で
は
、

総
事
業
費
49
億
円
を
投
じ

て
２
４
０
０
㌧
の
Ｃ
Ｏ₂

削

減
を
見
込
み
、
約
１
％
の

削
減
に
寄
与
し
ま
す
。

問
　
小
泉
地
先
で
計
画
中

の
太
陽
光
発
電
事
業
の
電

力
は
公
共
施
設
で
使
用
で

き
る
の
か
。

答
　
市
役
所
本
庁
舎
、
県

東
北
部
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
、
ヤ
ン
マ
ー
中
央
研
究

所
で
電
力
を
利
用
し
ま
す
。

休
日
等
は
蓄
電
池
を
活
用

し
ま
す
が
、
電
力
は
余
る

た
め
公
共
施
設
へ
の
使
用

も
検
討
し
ま
す
。

問
　
旧
大
阪
住
友
セ
メ
ン

ト
跡
地
の
太
陽
光
発
電
事

業
計
画
は
、
出
力
２
３
メ

ガ
ワ
ッ
ト
、
年
間
約
７
千

世
帯
分
の
発
電
量
の
施
設

だ
が
、　
完
成
見
込
み
は
。

答
　
令
和
６
年
９
月
の
商

業
運
転
に
向
け
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

問
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、

特
別
警
戒
区
域
の
指
定
状

況
は
。

答
　
警
戒
区
域
は
４
４
１

カ
所
、
特
別
警
戒
区
域
は

３
２
４
カ
所
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
　
指
定
区
域
の
う
ち
、

急
傾
斜
地
崩
壊
区
域
の
指

定
数
は
。

答
　
急
傾
斜
崩
壊
区
域
は

２
８
０
カ
所
あ
り
、
う
ち

２
４
５
カ
所
が
特
別
警
戒

区
域
指
定
で
す
。

問
　
指
定
区
域
の
う
ち
、

対
策
工
事
が
完
了
し
た
箇

所
数
は
。

答
　
対
策
工
事
は
急
傾
斜

地
の
崩
壊
で
被
害
を
受
け

る
恐
れ
が
あ
る
住
家
戸
数

が
５
戸
か
ら
９
戸
ま
で
は

市
が
行
い
、
10
戸
以
上
は

県
が
行
い
ま
す
。
指
定
地

の
２
８
０
カ
所
の
う
ち
、

対
策
事
業
の
対
象
と
な
る

５
戸
以
上
の
区
域
は
75
カ

所
で
、
そ
の
う
ち
34
カ
所

で
対
策
工
事
が
完
了
し
て

い
ま
す
。

問
　
指
定
地
の
う
ち
、
２

０
０
カ
所
以
上
が
住
家
数

４
戸
以
下
だ
が
、
こ
の
区

域
は
対
策
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
な
い
の
か
。

答
　
事
業
の
採
択
要
件
は

基
本
、
５
戸
以
上
で
す
。

し
か
し
、
避
難
所
な
ど
は

採
択
に
あ
た
り
考
慮
さ
れ

る
施
設
に
な
り
ま
す
。
県

で
は
現
地
ご
と
に
地
形
状

況
や
被
害
想
定
区
域
の
確

認
な
ど
に
よ
り
、
採
択
を

判
断
し
ま
す
。

問
　
対
策
工
事
の
未
施
工

区
域
が
約
40
カ
所
あ
り
、

工
事
の
着
手
の
順
序
は
ど

の
よ
う
に
決
め
る
の
か
。

答
　
採
択
基
準
で
あ
る
急

傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ

る
住
家
の
戸
数
や
官
公
署
、

学
校
、
道
路
な
ど
公
共
施

設
の
有
無
、
社
会
福
祉
施

設
な
ど
の
要
配
慮
者
利
用

施
設
の
有
無
な
ど
、
総
合

的
に
判
断
し
て
対
策
工
事

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
と
課
題

土
砂
災
害
︵
特
に
急
傾
斜

地
の
崩
壊
︶
防
止
対
策

○本市の再生可能エネルギーの取り組みと課題
○土砂災害（特に急傾斜地の崩壊）防止対策

𠮷田　周一郎　議員

太陽光発電設備

土砂災害警戒区域とは（出典：市防災ハザードマップ）

急傾斜地崩壊対策工事
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問
　
市
の
献
血
運
動
の
実

情
は
。

答
　
毎
年
、
県
が
策
定
す

る
計
画
献
血
実
施
要
綱
に

お
い
て
、
本
市
の
５
年
度

目
標
人
数
は
９
４
０
人
で

す
。
こ
の
人
数
は
、
県
で

当
該
年
度
に
必
要
と
見
込

ま
れ
る
輸
血
用
血
液
と
、

血
液
製
剤
の
素
と
な
る
原

料
血け

っ
し
ょ
う漿
確
保
目
標
量
を
勘

案
し
た
上
で
、
市
町
ご
と

の
昼
間
人
口
お
よ
び
実
績

に
よ
り
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
目
標
人
数
の

確
保
に
向
け
、
日
本
赤
十

字
社
滋
賀
県
支
部
お
よ
び

血
液
セ
ン
タ
ー
と
調
整
の

上
、
移
動
採
血
車
に
よ
る

献
血
を
市
内
事
業
所
に
依

頼
し
て
行
う
ほ
か
、
市
役

所
本
庁
舎
お
よ
び
山
東
支

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
12
月
時
点
で
は
、

市
内
14
カ
所
で
22
回
実
施

し
、
７
９
１
人
の
方
に
献

血
申
し
出
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
当
日
献
血
で
き

な
か
っ
た
人
も
あ
り
、
実

質
６
８
４
人
に
御
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
元
年
度
か
ら
４

年
度
ま
で
の
実
績
は
、
同

程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

問
　
実
質
的
な
事
業
初
年

度
の
予
算
と
し
て
十
分
か
。

答
　
６
年
度
の
伊
吹
山
の

修
復
に
関
す
る
予
算
額
は
、

５
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し

も
含
め
、
市
が
７
２
８
０

万
円
、
伊
吹
山
を
守
る
自

然
再
生
協
議
会
が
３
５
０

万
円
、
県
が
１
億
６
２
８

０
万
円
の
合
計
２
億
３
９

１
０
万
円
で
す
。
県
予
算

は
市
へ
の
補
助
金
を
含
み

ま
す
の
で
、
こ
の
分
を
差

し
引
い
た
伊
吹
山
修
復
に

関
す
る
実
質
の
事
業
費
は

２
億
１
５
９
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
復
旧
構

想
計
画
の
策
定
や
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
捕
獲
、
登
山
道
の

修
繕
、
斜
面
緑
化
の
試
験

施
工
、　
獣
害
柵
の
設
置
、

勝
山
谷
の
砂
防
事
業
、
伊

吹
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る

啓
発
活
動
、
伊
吹
山
の
環

境
学
習
な
ど
で
す
。

問
　
登
山
道
の
修
復
区
間

は
。

答
　
登
山
道
の
修
復
は
、

修
繕
が
必
要
な
５
合
目
か

ら
８
合
目
の
間
で
、
県
が

全
線
を
現
地
確
認
し
な
が

ら
、
登
山
者
の
通
行
に
支

障
が
な
い
よ
う
応
急
的
な

修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
登
山
者
に

と
っ
て
危
険
な
箇
所
が
発

生
し
た
場
合
は
、
管
理
者

で
あ
る
県
が
修
繕
を
行
い

ま
す
。

　
今
後
の
登
山
道
の
維
持

管
理
的
な
補
修
は
、
以
前

か
ら
県
が
地
元
自
治
会
へ

の
委
託
で
対
応
し
て
お
り
、

今
後
も
同
様
の
予
定
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
登
山
道
以
外
で

補
修
な
ど
が
必
要
な
箇
所

は
、
地
元
の
ご
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
県
や
市
と
地

元
自
治
会
な
ど
が
協
力
し
、

修
復
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問
　
今
後
の
取
り
組
み
や

計
画
は
。

答
　
市
の
東
部
と
西
部
を

結
ぶ
、
防
災
面
や
地
域
交

流
に
重
要
な
道
路
で
あ
り
、

市
道
路
網
整
備
計
画
に
も

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
計
画
的
に
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

他
の
路
線
と
の
兼
ね
合
い

や
財
源
等
の
課
題
に
よ
り
、

進
み
具
合
は
思
わ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
重
要
な
路
線
で
あ
る
事

に
変
わ
り
は
な
く
、
財
源

確
保
や
関
係
機
関
と
の
調

整
を
確
実
に
進
め
、
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

献
血
運
動
の
展
開

伊
吹
山
の
修
復

○献血運動の展開
○伊吹山の修復
○長岡志賀谷線・県道大鹿寺倉線先線道路の展望

鹿取　和幸　議員

献血啓発ポスター（厚生労働省）

長
岡
志
賀
谷
線
・
県
道

大
鹿
寺
倉
線
先
線
道
路
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問
　
居
住
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
の
数
は
。

答
　
最
新
の
５
年
度
の
調

査
で
は
、
市
全
体
で
１
１

８
９
戸
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
か
ら
11
戸
の
増
加

で
す
。

問
　
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る

空
き
家
の
把
握
は
。

答
　
市
内
に
あ
る
空
き
家

の
う
ち
、
放
置
す
れ
ば
倒

壊
な
ど
著
し
く
保
安
上
危

険
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
な

ど
、
周
辺
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空
き
家

を
特
定
空
家
と

し
て
認
定
し
、

指
導
、
勧
告
な

ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
認
定
し
た
特

定
空
家
は
、
所

有
者
に
対
し
勧

告
を
行
い
、
固

定
資
産
税
の
住

宅
用
地
特
例
が

解
除
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
な

お
、
費
用
負
担

の
問
題
な
ど
に

よ
り
除
却
に
向

け
た
進
展
が
み

ら
れ
ず
、
市
と

し
て
は
、
随
時

現
状
を
把
握
し
な
が
ら
指

導
し
ま
す
。

問
　
空
き
家
の
継
続
的
な

調
査
の
見
通
し
は
。

答
　
６
年
度
に
改
め
て
市

内
の
空
き
家
に
関
す
る
全

数
調
査
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
老
朽
化
の

状
況
を
含
め
、
す
べ
て
の

空
き
家
の
実
態
を
把
握
し
、

継
続
的
な
現
状
把
握
と
、

助
言
、
指
導
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
現
在
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
「
第
２
次
米
原

市
空
家
等
対
策
計
画
」
の

計
画
期
間
は
、
３
年
度
か

ら
７
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
す
。
６
年
度
に
予
定
し

て
い
る
全
数
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、　
７
年
度
に
は
、

第
３
次
計
画
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

問
　
湖
岸
に
流
れ
着
く
大

量
の
ヨ
シ
、
草
の
処
分
に

つ
い
て
。

答
　
こ
れ
ま
で
か
ら
湖
岸

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
湖

岸
清
掃
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
そ
の
ご
労

苦
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
自
治
会
な
ど
で
美
化
清

掃
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

際
は
、
ご
み
袋
を
お
配
り

し
、
ご
み
の
回
収
や
処
分

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
大
量
の
ヨ
シ
の
処

分
で
す
が
、
自
治
会
の
皆

さ
ま
に
は
、
お
配
り
し
た

ご
み
袋
で
ご
み
を
収
集
い

た
だ
け
れ
ば
、　
後
日
、　
市

で
回
収
し
ま
す
。

問
　
湖
岸
に
流
れ
着
く
流

木
の
処
分
に
つ
い
て
。

答
　
流
木
に
関
し
て
は
、

河
口
へ
の
堆
積
な
ど
に
よ

り
支
障
が
あ
る
場
合
に
、

琵
琶
湖
の
管
理
者
で
あ
る

県
が
、
自
然
物
と
し
て
撤

去
処
分
す
る
方
針
で
す
。

大
雨
や
台
風
な
ど
の
後
に
、

大
量
の
ヨ
シ
や
大
き
な
流

木
が
漂
着
し
て
い
る
場
合

は
、
管
理
者
で
あ
る
県
に

処
分
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、
市
と
し
て
も
状
況
に

応
じ
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
自
治
会
に
よ
る
湖
岸

の
清
掃
に
つ
い
て
。

答
　
湖
岸
に
面
す
る
自
治

会
の
清
掃
参
加
者
の
減
少

や
高
齢
化
に
よ
り
負
担
が

増
大
し
て
お
り
、
市
全
体

の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
広
く
市
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
地
域
企

業
や
事
務
所
な
ど
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
琵
琶
湖
の

保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

増
加
す
る

空
き
家
状
況
に
つ
い
て

○増加する空き家状況について
○米原市に面する湖岸清掃について

中川　松雄　議員

出典：『あなたの空き家大丈夫ですか？』株式会社ジチタイアド

湖
岸
清
掃
に
つ
い
て
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問
　
給
与
の
男
女
格
差
は
。

答
　
男
性
職
員
の
給
与
に

対
す
る
女
性
職
員
の
給
与

の
割
合
は
、　
正
規
職
員
84

　

・
５
％
、
会
計
年
度
任
用

職
員
79
・
１
％
、
全
職
員

52
・
３
％
で
す
。

問
　
格
差
が
大
き
い
理
由

は
。

答
　
会
計
年
度
任
用
職
員

の
約
９
割
が
パ
ー
ト
タ
イ

ム
勤
務
で
、
う
ち
女
性
の

比
率
が
約
８
割
と
非
常
に

高
い
た
め
、
女
性
職
員
１

人
当
た
り
の
総
収
入
額
の

平
均
値
が
低
く
な
る
こ
と

が
影
響
し
て
い
ま
す
。

問
　
正
規
職
員
の
男
女
格

差
は
。

答
　
同
一
役
職
比
較
で
の

役
職
段
階
別
の
給
与
格
差

は
、
全
職
位
で
90
％
を
超

え
、　
格
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
勤
続
年
数
別
の
格

差
は
、
勤
続
16
年
か
ら
20

年
の
間
の
み
、

約
80
％
で
す

が
、
長
期
の

育
児
休
業
取

得
な
ど
で
、

昇
任
・
昇
格

時
に
必
要
な

経
験
年
数
に

満
た
な
い
職

員
が
一
定
数

い
る
こ
と
に

よ
り
格
差
が

生
じ
て
い
ま

す
。

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員

の
現
状
は
。

答
　
会
計
年
度
任
用
職

員
は
、
６
３
８
人
で
全
職

員
に
占
め
る
比
率
は
60
・

８
％
で
す
　（
正
規
職
員
は
、

４
１
２
人
）。
男
女
比
は
、

男
性
21
・
３
％
、　
女
性
78

　

・
７
％
、
フ
ル
タ
イ
ム
と

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
比
率
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
14
・
６
％
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
85
・
４
％
、

主
な
配
置
職
種
は
保
育
士

　

・
幼
稚
園
教
諭
で
す
。

問
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員

の
多
い
現
状
を
ど
う
捉
え

る
か
。

答
　
必
要
な
時
に
勤
務
い

た
だ
く
短
時
間
勤
務
者
を

多
数
任
用
し
て
い
ま
す
。

人
材
確
保
が
困
難
な
職
種

は
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
や
正
規
職
員

を
年
間
複
数
回
募
集
し
て

い
ま
す
。

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
料
表
の
適
用
は
適
正

か
。

答
　
給
料
・
報
酬
は
、
職

務
内
容
に
応
じ
給
料
額
を

決
定
し
、
職
務
経
験
年
数

な
ど
で
昇
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、　
給
料
表
は
、　
社
会

情
勢
や
新
た
な
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
毎
年

見
直
し
を
行
い
、
適
正
に

運
用
し
て
い
ま
す
。

問
　
男
女
の
賃
金
格
差
の

改
善
策
は
。

答
　
同
一
労
働
の
格
差
是

正
の
た
め
、
６
年
度
か
ら

は
一
定
時
間
以
上
の
勤
務

者
に
は
、
期
末
手
当
に
加

え
て
勤
勉
手
当
を
支
給
で

き
る
よ
う
本
議
会
で
予
算

案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

問
　
学
校
給
食
の
無
償
化

の
考
え
は
。

答
　
経
済
的
理
由
で
支
援

が
必
要
な
児
童
・
生
徒
に

は
、
就
学
援
助
制
度
で
支

援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

給
食
食
材
の
急
激
な
物
価

高
騰
分
は
、
市
が
負
担
し

て
い
ま
す
の
で
、　
給
食
費

は
、
食
材
費
を
負
担
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
無
償
化
の
試
算
は
。

答
　
給
食
費
無
償
化
に
は
、

小
中
学
校
の
児
童
と
生
徒

分
で
、
１
億
６
千
万
円
程

度
必
要
で
す
。

問
　
給
食
食
材
の
地
産
地

消
の
現
状
は
。

答
　
令
和
５
年
６
月
の
県

の
地
場
産
物
使
用
状
況
調

査
は
38
・
９
％
で
、
県
内

19
市
町
で
３
番
目
に
高
い

割
合
で
す
。
今
後
も
、
地

場
産
物
を
活
用
し
た
安
心

で
安
全
な
給
食
を
提
供
し

ま
す
。

問
　
安
心
安
全
な
食
材
の

取
り
組
み
は
。

答
　
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
を
使
わ
ず
、
ま
た
残
留

農
薬
は
、
使
用
農
薬
リ
ス

ト
を
確
認
し
、
年
１
回
の

残
留
農
薬
検
査
を
実
施
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
職
員
給
与
の

　
　
　
　
　
男
女
格
差

学
校
給
食
の
無
償
化

○米原市職員給与の男女間格差の現状
○学校給食の無償化、地産地消について

藤田　正雄　議員

男女間賃金格差国際比較（出典：男女共同参画白書令和4年版）
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問
　
本
庁
舎
３
階
の
市
民

活
動
ス
ペ
ー
ス
内
に
、
な

ぜ
、
福
祉
カ
フ
ェ
を
設
置

さ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
こ
の
場
所
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

の
か
。

答
　
福
祉
カ
フ
ェ
は
、
新

庁
舎
整
備
の
基
本
設
計
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
た
際
、「
障

が
い
者
の
働
く
場
の
確

保
」　
や
　「
カ
フ
ェ
や
食
事

処
の
提
供
」
な
ど
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
整
備
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、　
市
民
活
動
ス
ペ

ー
ス
は
、
人
や
情
報
が
交

流
し
、
誰
も
が
気
軽
に
利

用
で
き
、
に
ぎ
わ
い
を
増

幅
さ
せ
る
交
流
エ
リ
ア
と

し
て
配
置
し
ま
し
た
。
誰

も
が
気
楽
に
集
え
る
場
所

と
し
て
、
利
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
現
在
２
団
体
に
ま
で

減
っ
て
い
る
出
店
団
体
を

増
や
す
た
め
実
施
要
領
の

見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

答
　
現
在
出
店
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ま
の
活
動
の
場
を

な
く
す
こ
と
が
な
い
よ
う

に
し
つ
つ
、
福
祉
カ
フ
ェ

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
市
民
活

動
ス
ペ
ー
ス
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う

な
活
用
に
つ
い
て
、
協
議

を
進
め
ま
す
。

問
　
虐
待
対
応
に
あ
た
る

職
員
が
５
年
度
か
ら
８
人

（
４
年
度
か
ら
３
人
増
）に

増
え
た
が
、
体
制
を
維
持

し
て
い
け
る
の
か
。

答
　
関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
、
日
頃
か
ら
支
援

を
必
要
と
す
る
家
庭
に
対

応
し
、
急
な
事
案
が
発
生

し
た
場
合
で
も
臨
機
応
変

な
対
応
を
積
み
重
ね
て
き

た
経
験
も
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
こ
の
体
制
で
業
務

に
当
た
り
ま
す
。

問
　
虐
待
対
応
に
あ
た
る

現
在
５
人
の
非
常
勤
雇
用

の
職
員
の
所
持
資
格
は
す

べ
て
教
員
免
許
と
伺
っ
て

い
る
。
よ
り
よ
い
支
援
の

た
め
、
社
会
福
祉
の
資
格

を
有
し
、
経
験
を
積
ん
だ

職
員
も
雇
用
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市

と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ

と
は
、　
何
か
。

答
　
福
祉
専
門
職
の
資
格

を
は
じ
め
、
11
種
類
の
資

格
・
免
許
の
取
得
者
を
採

用
条
件
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
教
員
以
外
の
福

祉
専
門
職
の
有
資
格
者
の

応
募
が
な
い
た
め
、
結
果

的
に
現
在
の
職
員
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
５
年
度
、
正
規
雇
用

の
職
員
の
中
に
、
社
会
福

祉
士
や
精
神
保
健
福
祉
士

の
資
格
を
有
し
た
職
員
が

い
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

社
会
福
祉
の
資
格
を
有
す

る
職
員
の
採
用
を
進
め
る

予
定
は
あ
る
か
。

答
　
継
続
的
に
福
祉
専
門

職
の
職
員
採
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。
複
数
の
社
会
福

祉
士
が
福
祉
に
関
す
る
部

署
で
勤
務
し
て
お
り
、
精

神
保
健
福
祉
士
や
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
有
す
る
職

員
も
い
ま
す
。

問
　
５
年
度
、
配
置
時
間

は
増
え
た
が
、
い
ま
だ
十

分
で
は
な
い
。
さ
ら
な
る

時
間
増
、
各
中
学
校
区
で

の
１
人
常
勤
雇
用
に
向
け

て
、　
市
の
考
え
は
。

答
　
６
年
度
に

向
け
て
、
配
置

校
や
配
置
時
間

の
拡
充
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
用
状
況

を
み
な
が
ら
判

断
し
て
い
き
ま

す
。

市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
を

よ
り
市
民
交
流
の
場
へ

支
援
が
必
要
な
親
子
を

　
　
　
支
え
る
仕
組
み

Ｓ
Ｓ
Ｗ︵
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
︶
の

配
置

○市民活動スペースをより市民交流の場へ
○支援が必要な親子を支える組織体制
○スクールソーシャルワーカー（SSW）の配置

振角　大祐　議員

※米原市子育て支援課聞き取り情報
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問
　
あ
る
日
突
然
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
必
要
と
す
る
場
面
に

遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

身
近
な
人
を
守
る
た
め
に

も
、
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
が
、
市
内
各
施
設
等

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
お

よ
び
件
数
は
。

答
　
管
理
を
含
め
把
握
し

て
い
る
の
は
、
市
内
小
中

学
校
15
カ
所
、　
保
育
施
設

　

・
幼
稚
園
12
カ
所
、
福
祉

施
設
９
カ
所
、
消
防
・
警

察
施
設
４
カ
所
、
自
治
会

館
２
カ
所
、
公
共
施
設
30

カ
所
の
合
計
72
カ
所
で
す
。

問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の

講
習
や
広
報
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
市
の
防
災
訓
練
時
や

自
治
会
の
自
主
防
災
組
織

の
訓
練
時
、
学
校
で
は
教

職
員
や
生
徒
に
対
し
て
講

習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
年
度
の
講
習
会

の
開
催
実
績
は
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
が
５
回
、
小

中
学
校
と
高
校
で
12
回
、

自
治
会
で
４
回
、
企
業
な

ど
が
40
回
の
合
計
61
回
で

す
。

問
　
い
ざ
と
い
う
時
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
い
つ
で
も
使
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
本
市
の
状
況
は
。

答
　
基
本
的
に
事
務
所
な

ど
の
屋
内
設
置
の
た
め
、

市
役
所
本
庁
舎
な
ど
24
時

間
警
備
員
が
い
る
施
設
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
使
用
で
き
ま
す

が
、
多
く
の
施
設
は
夜
間

や
休
日
は
無
人
の
た
め
、

24
時
間
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
　
他
市
で
は
、
い
つ
で

も
使
用
で
き
る
よ
う
に
公

共
施
設
の
屋
外
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
。
本
市
も
進
め

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、　
市
の
考
え
は
。

答
　
屋
外
設
置
は
、
盗
難

や
い
た
ず
ら
な
ど
の
懸
念
、

保
管
箱
に
温
度
調
整
の
機

能
も
必
要
な
こ
と
な
ど
、

管
理
面
や
コ
ス
ト
面
の
課

題
が
あ
る
た
め
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ご
指
摘

の
と
お
り
、
市
内
で
24
時

間
使
用
で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

限
ら
れ
て
お
り
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
設

置
協
力
を
含
め
、
国
や
他

市
町
の
動
向
を
踏
ま
え
て

対
応
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化

の
推
進
は
、
住
民
参
加
や

官
民
協
働
を
通
じ
た
地
域

課
題
の
解
決
、
地
域
経
済

活
性
化
、
行
政
の
高
度
化

や
効
率
化
、
透
明
性
や
信

頼
性
の
向
上
が
望
め
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
と
基
本

的
な
考
え
方
は
。

答
　
３
年
度
に
県
主
導
で

立
ち
上
げ
た
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
、
県
域
全
体

で
統
一
的
に
公
開
す
べ
き

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
と
し
て
公

共
施
設
一
覧
、
指
定
緊
急

避
難
場
所
一
覧
、
子
育
て

施
設
一
覧
の
３
つ
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
も
３
年

度
に
３
つ
の
情
報
に
関
連

す
る
４
つ
の
デ
ー
タ
を

「
米
原
市
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
カ
タ
ロ
グ
」
と
い
う
形

で
公
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
カ
タ
ロ
グ
と
は
別
に
、

人
口
動
向
情
報
や
各
種
公

共
デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
　
今
後
の
取
り
組
み
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
て
い
る
情
報
な
ど

を
順
次
デ
ー
タ
化
す
る
こ

と
で
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

化
の
広
が
り
と
公
開
デ
ー

タ
の
質
と
量
の
向
上
を
目

指
し
、
今
後
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

い
つ
で
も
使
用
で
き
る

　
　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要

○AED（自動体外式除細動器）の現状
○オープンデータの活用

細野　正行　議員

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
活
用

屋外設置のAED（出典：茨城県龍ケ崎市ホームページ）

米原市オープンデータカタログサイト



こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問
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録画配信
はこちら

問
　
福
祉
避
難
所
は
、
ど

の
よ
う
な
場
所
か
。
ま
た
、

市
内
に
何
カ
所
あ
り
、
受

入
れ
可
能
な
人
数
は
。

答
　
福
祉
避
難
所
は
、
一

般
の
避
難
所
で
は
生
活
に

支
障
を
き
た
す
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
ほ
か
、
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
人
な
ど
、

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す

る
人
を
受
け
入
れ
る
避
難

所
で
す
。
市
内
に
７
施
設

あ
り
、
約
４
０
０
人
の
避

難
者
を
収
容
で
き
る
面
積

が
あ
り
ま
す
。

問
　
民
間
等
協
力
緊
急
避

難
所
を
開
設
す
る
ケ
ー
ス

は
ど
の
よ
う
な
時
か
。

答
　
開
設
を
要
請
す
る
ケ

ー
ス
は
、
広
域
避
難
所
へ

の
経
路
が
土
砂
崩
れ
や
洪

水
な
ど
に
よ
り
道
路
が
通

行
不
能
に
な
る
な
ど
、
住

民
が
広
域
避
難
所
へ
の
避

難
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
各
避
難
所
の
収
容
可

能
人
数
は
、
ど
の
よ
う
に

算
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
指
定
緊
急
避
難
場
所

の
収
容
人
数
は
、
１
人
当

た
り
１
平
方
㍍
、
指
定
一

般
避
難
所
は
１
人
当
た
り

２
平
方
㍍
を
確
保
す
る
想

定
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
地
域
防
災
計
画
の

中
で
「
安
全
で
居
住
性
を

備
え
た
避
難
所
の
整
備
」

に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い

る
が
、
備
蓄
資
材
で
ど
の

程
度
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保

た
れ
る
の
か
。

答
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保

の
た
め
に
段
ボ
ー
ル
製
の

も
の
と
、
テ
ン
ト
式
の
も

の
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
製
の
仕
切
り
は
、

高
さ
１
・
４
㍍
の
壁
で
仕

切
る
も
の
で
す
。
テ
ン
ト

式
は
屋
根
が
あ
り
、
よ
り

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
で

き
ま
す
の
で
、
今
後
は
テ

ン
ト
式
の
備
蓄
を
進
め
ま

す
。

問
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
が

重
複
し
て
い
て
分
か
り
に

く
い
と
感
じ
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

答
　
改
善
が
必
要
で
す
。

日
頃
か
ら
防
災
に
関
す
る

情
報
を
確
認
で
き
、
万
が

一
の
際
、
多
く
の
人
に
有

効
活
用
さ
れ
る
よ
う
早
急

に
検
討
し
ま
す
。

問
　
備
蓄
倉
庫
の
区
分
が

３
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が

違
い
は
何
か
。
ま
た
、
食

料
品
、
避
難
所
等
施
設
運

用
資
材
の
備
蓄
状
況
は
。

答
　
集
中
型
備
蓄
倉
庫
は

中
心
拠
点
と
位
置
づ
け
し

て
お
り
、
防
災
備
品
等
を

集
中
集
積
す
る
大
型
の
倉

庫
で
す
。
分
散
型
備
蓄
倉

庫
は
、
災
害
時
に
備
蓄
物

資
を
速
や
か
に
配
れ
る
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
防

災
拠
点
に
設
置
す
る
倉
庫

で
す
。
特
別
配
置
備
蓄
倉

庫
は
、
集
落
の
孤
立
が
長

期
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
自
治
会
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
食
料
品
は
、
備

蓄
目
標
４
千
人
分
に
対
し

て
、
令
和
６
年
２
月
末
現

在
で
４
６
１
７
人
分
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

問
　
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
予
定
候
補
地
の
確
保
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
市
が
保
有
し
て
い
る

土
地
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
も

可
能
な
と
こ
ろ
を
確
保
し

て
お
り
、　
具
体
的
に
は
、

山
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
近
江

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
米
原
野
球

場
、
伊
吹
第
１
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
で
す
。

問
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
事
業
の
見
込
み
件
数

を
伺
う
。

答
　
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、
６
年
度
は
10
件
と
し

ま
し
た
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
に
つ
い

て

○大規模災害が発生した場合の対応について

山口　久志　議員

感震ブレーカーのタイプ（出典：内閣府防災情報のページ）
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１
月
下
旬
の
大
雪
で
は
、米
原
市
朝
日
に
お
い
て
、午
後
１
時
ま
で
の
６
時

間
の
降
雪
量
が
40
㌢
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
落
ち
着
い
て
い

ま
し
た
が
、
３
月
中
旬
に
も
雪
が
降
り
ま
し
た
。
暖
冬
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、降
る
と
き
に
は
し
っ
か
り
と
降
る
も
の
で
す
。

　
大
雪
に
な
る
と
、
日
々
当
た
り
前
に
送
っ
て
い
る
生
活
が
送
れ
な
く
な
り

ま
す
。
ど
う
し
よ
う
も
な
く
困
る
人
、
生
活
に
不
便
が
生
じ
る
人
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
除
雪
作
業
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
人
も
い
ま
す
。

　
除
雪
の
際
に
、
普
段
は
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
顔
を
合
わ
せ
な
い
人

と
、一
緒
に
除
雪
作
業
を
行
い
、何
で
も
な
い
話
が
で
き
ま
す
。
不
謹
慎
か
も

し
れ
な
い
の
で
す
が
、
わ
た
し
は
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
作
業
を
す
る
時
間

が
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
６
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、今
年
度
も
、み
な
さ
ま
の
何
気
な
い
日
々
が
守
ら
れ
、

い
ざ
と
い
う
時
に
支
援
が
届
く
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
振
角
大
祐
）

委 員 長　山口　久志
副委員長　振角　大祐
委　　員　鹿取　和幸
委　　員　細野　正行
委　　員　山𦚰　正孝
委　　員　𠮷田　周一郎

編
集
後
記

次回  令和６年第２回（６月） 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土
【開会予定時刻】
開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30
閉会日：10:15
※日程・時間は、変更の場合有

6
開会
予算・決算
委員会

7 8

9 10
一般質問

11
一般質問

12
民生教育
委員会・予算
決算分科会

13
民生教育
委員会・予算
決算分科会

14 15

16 17 18
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

19
総務産業建設
委員会・予算
決算分科会

20 21 22

23 24 25 26
予算・決算
委員会

27
議会運営
委員会

28
閉会日

議 会 の 動 き
１月

12日	 議会だより編集委員会
17日	 委員会協議会（２常任委員会）
23日	 県市議会議長会　定例議員研修会
24日	 会派代表者会議
25日	 行政視察受入（茨城県結城市）
29日	 議会運営委員会
30日	 県市議会議長会　第３回議長会議
31日	 第１回臨時会【本会議】
	 議員全員協議会
	 ２常任委員会、予算・決算分科会
	 予算・決算常任委員会（全体会）

２月
　1日	 全国高速自動車道市議会協議会定期総会
　2日	 滋賀県市町村職員退職手当組合議会定例会
　5日	 長浜・米原市議会連絡協議会研修会
　6日	 湖北広域行政事務センター議会定例会
　7日	 委員会協議会（２常任委員会）
　9日	 市議会議員共済会代議員会
13日	 米原市議会議員研修会
14日	 議会運営委員会
15日	 議員全員協議会
15日	 行政視察受入（静岡県袋井市）
16日	 米原駅東口駅前開発特別委員会
16日	 長浜水道企業団議会定例会
19日	 議会運営委員会
22日	 第１回定例会【初日】
	 議員全員協議会、議会だより編集委員会
22日	 湖北地域消防組合議会定例会
26日	 第１回定例会【２日目】代表質問
27日	 第１回定例会【３日目】一般質問
28日	 第１回定例会【４日目】一般質問
29日	 予算・決算常任委員会（全体会）

３月
　1日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
　4日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
　5日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
　6日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
　7日	 総務産業建設常任委員会、予算・決算分科会
　8日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会
11日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会
12日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会
13日	 民生教育常任委員会、予算・決算分科会
21日	 予算・決算常任委員会（全体会）、議会運営委員会
22日	 第１回定例会【最終日】
	 議員全員協議会
	 ２常任委員会、予算・決算分科会
	 予算・決算常任委員会（全体会）

議 会 の 傍 聴 傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継 開会日、代表・一般質問、閉会日の本会議の
模様を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本会議の録画配信 本会議の模様を録画配信しています。
http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会



紹介

環境に配慮し、植物油インキを使用しています。

　2月13日にスーパー公務員として活躍されている福岡県糸島市の岡
祐輔 氏をお招きし、「データ分析を活用した地域政策の立案」をテーマ
とした本市議会の独自研修を実施しました。
　本研修会は、自治体経営におけるデータ活用の重要性を認識し、政策立案・評価（議論）に活か
すことを目的に開催し、糸島市と米原市を題材として、データ分析に基づいた地域施策の立案の
実像をお示しいただきました。
　この研修では、データを用いた分析は思い込みを排除し、地域活性化に向けて極めて強力な手
段になることを認識しました。また、仮説思考に基づき具体的な課題を特定した上で、データに
基づいた戦略を策定し、より効果的な施策を実行していく手法に関する理解を深めました。

この国をどうしていくか
  政治改革とビジョンが求められている

米原駅東口、動くのか
  議会の附帯決議を受けた市長のトップセールスの成果などを問う

一日も早く平穏に復することをお祈り申し上げます
  令和 6 年能登半島地震の災害義援金を
  お届けしました

データ分析の活用
  エビデンスによる経営的視点を取り入れた政策立案

県
市
議
会
議
長
会

定
例
議
員
研
修
会

米
原
駅
東
口

駅
前
開
発
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会リポ

ー
ト

米
原
市
議
会
議
員
研
修
会

　１月23日に行われた研修会では、「流動化する日本政治の行方～時代の転換期を見つめる～」
と題して、政治アナリストの伊藤惇夫 氏から、現在の政治情勢を整理された上で、ご自身の実体
験も交えながら、政治不信が渦巻く中で改革が必要であること、国のビジョンが示されてこな
かった結果、課題が積み上がっている現状などについて、ご講演をいただきました。

　２月16日、米原駅東口周辺立地促進条例（案）のパブリックコメントの結果、現在の進捗状況と
今後のスケジュールなどについて説明を受けました。
　委員からは、事業者に対する助成措置の内容、優先交渉権者の決定の在り方、重複する部分があ
る他の奨励措置との整理、議会の附帯決議を受けた市長のトップセールスの成果など、多くの質
問がありました。

　この度の令和６年能登半島地震により、犠牲となら
れた皆さまの御霊の安らかならんことをお祈りすると
ともに、被災された全ての皆様に心よりお見舞いを申し上げます。
　また、被災された皆様の生活が一日も早く平穏に復することを祈り、全国市議会議長会を通し
て15万円を災害義援金としてお届けいたしました。

研修の様子

本会議場で黙祷（１月臨時議会）


